
  

 

 

 

 

認定ＮＰＯ法人鳴門「第九」を歌う会では，1918年 6月 1日に鳴門でドイツ兵俘虜によってアジアで初めて

ベ－ト－ヴェンの『第九』交響曲全曲が演奏されたことを記念して、昭和 57年から毎年 6月の第１日曜日に 

徳島県鳴門市文化会館において全国から「第九」を歌う仲間が集まり，「第九」交響曲演奏会を開催しています。 

2019年（平成 31年）は，6月 2日（日）に鳴門「第九」を歌う会、全日本「第九を歌う会」連合会と徳島交

響楽団により行います。 

つきましては、鳴門の「第九」演奏会にソリストとして出演していただける方をオーディションにて募集し

ます。 

オーディションの内容 
 
応 募 声 種 ソプラノ・アルト（メゾ・ソプラノ）・テノール・バス（バリトン） 各 1名 

応 募 資 格 ① 年齢１８歳以上４５歳未満の方（平成３０年９月末日現在） 

② 国籍は問いません。 

③ 合格した場合，平成 31年 6月 2日（日）の第九演奏会及び 6月 1日（土）の前日練習に参加可能であること。 

応募方法 

（予備審査） 

所定の応募用紙に必要事項を記入し、下記の課題ＡとＢ･Ｃから自由に選んだ曲をピアノ伴奏で録音したもの（1

年以内に録音したものに限る）を音楽用ＣＤとして同封し、平成 30 年 9 月 26 日（水）（必着）までに、下記事務

局宛てに送付してください。尚、応募書類、及び音源の返却は致しません。 

Ａ ベートーヴェン作曲「交響曲第 9番」よりパート別に指定した以下の箇所 

  ソプラノ        ：第７６３小節～８０３小節、第８２５小節～８４２小節 

  アルト（ﾒｿﾞ・ｿﾌﾟﾗﾉ） ：第７６３小節～８０３小節、第８２５小節～８４２小節 

  テノール            ：第３６７小節～４３１小節、第８２５小節～８４２小節 

  バス（ﾊﾞﾘﾄﾝ）         ：第２０８小節～２５６小節、第８２５小節～８４２小節 

Ｂ 古典派からロマン派までのドイツ歌曲を１曲 

Ｃ 任意のアリア(オペラでもオラトリオでも可)を 1曲 

但し、ＢとＣの演奏時間は合わせて１０分以内。 

予備審査の結果は１０月１７日までに全員に文書で通知します。 

最終審査 

（公開オーディション） 

最終審査は、予備審査の合格者を対象に，平成３０年１１月１４日（水）１８時より鳴門市文化会館ホールで公

開のオ－ディション形式で行います。その際、ピアノ伴奏者は各自で同伴してください。 

最終審査の結果は，オーディション終了後，当日会場で発表します。 

演奏会出演本番の 

報償（出演料） 

 

オーディション合格された方は、平成３１年６月２日（日）に開催される第３８回鳴門「第九」演奏会にソリス

トとして、出演していただきます。 

出演されたソリストには，出演料として１人１５０，０００円（税込み）＋交通補助費を支払います。 

宿泊は主催者側が用意します。  ※交通費補助費はホ－ムペ－ジをご覧下さい。 

問い合せ先 

（録音送付先） 

認定ＮＰＯ法人鳴門「第九」を歌う会 

〒772-0003 徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜 24番地７ 鳴門市文化会館内 

☎ 088-686-9999  FAX 088-686-9994   

e-mail:kanki@naruto-9.com    http://www.naruto-9.com 

 


